
l 貴妃の師 新出『景龍観威儀田債墓誌』に見える盛唐道教

雷聞

要旨：本文は新発見の天宝六載 （747) 『唐景龍観威儀検校修功徳使田尊

師墓誌銘』の詳細な考釈である。 墓誌主の田債（でんた い）は唐玄宗の崇

道運動の直接経験者であり、 当時の多くの重要事件に参与している。 例え

ば、 彼は敗を奉じて嵩山へ赴き中岳真君祠を設立したが、 これは我々が以

前におこなった五岳真君祠の研究における欠落部分を補ってくれる。また、

彼は玄宗が宮中で挙行した三元斎における高功大法師を担当し、 さらに軟

を奉じて東岳で投龍をおこない、 老子の故里に行って斎醜を設け、 終南山

に赴いて玄宗が夢に見た老君の真容を探し出す任務を負った。 景龍観威儀

という身分以外に、 田債は耀山の太玄観の上座および検校修功徳使を兼任

していた。 そして、 楊貴妃が法録を受けた 際の度師であった。 これは、 楊

貴妃の当時の状況が、 「道士の服を着た 」という簡単なことではありえな

かったことを意味しているのみならず、 楊貴妃が受けた「三皇宝録」は唐

代の『三皇経』の運命に対する我々の認識を更新してくれる。 要するに、

この墓誌は盛唐道教を理解するために貴重な新材料を提供してくれるので

ある。

キー ワ ー ド：田債 景龍観中岳真君祠 太玄観 楊貴妃三皇録

玄宗朝は疑いなく唐代における道教崇拝の高潮期であった。 これについて学

界ではすでに大量の研究成果があり、 しかも不断に出土する墓誌資料が、 ます

ます多くの開元天宝時期の崇道運動のディティ ールを提供し、 次々に人々の認

識を刷新している。 2017 年秋、 筆者は偶然にも、 天宝六載 （747) の『唐景

龍観威儀検校修功徳使田尊師墓誌銘』（以下『田債墓誌』と略称）の拓本を入

手した。 関係者の話によれば、 原石は西安で出土したという。 驚かされるのは、

墓誌主の田債は楊貴妃の授録の度師で、 かつ生前に多くの当時重要だった道教

活動に深く参与しており、 非常に高い研究価値があることがわかるのである。

この墓誌 （図1)は方形で、高さ、 幅とも各62センチメ ー トル、 楷書で32行、

行ごとに32字である。 墓誌文の楷書は几帳面で、 書者は不詳である。 文末の

撰人の題名は「救道門使翰林供奉興唐観主」とあるが、 惜しくも具体的な姓名

はない。 墓誌蓋（図 2) は縦横とも各 39 センチメ ー トル、 四殺［周囲の傾斜

部分］は線刻の四神［青龍・白虎・朱雀・玄武］の図案で、 美しい出来となっ

ており、 策書の銘文は3行9字で「大唐故田尊師墓誌銘」とある。 この墓誌

の内容は非常に豊富で、 本論ではそこに見られるいくつかの問題について簡略

な考察を試みる。 分析の便宜として、 まず録文を下に示そう。
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唐景龍観威儀検校修功徳使田尊師墓誌銘井序

尊師緯債， 字道立， 京兆人也。其先有娼之裔， 太嶽之後， 食菜命氏， 以陳

為田。《春秋博》／曰： “ 陳公子敬仲卿齊 ”， 然則周人以 《易》猷観國之絲，

諮氏占曰： “ 獲干飛象者，慶叶八代。”／光為七雄，及劉項西入，猶君王南面。

會漢徒王族， 今居京師。曾祖緯元豊， 事周， 光禄／動。鼎遷干隋， 為晉王

記室， 骰揮百行， 籍甚雨朝。祖緯成賓， 有 隋之徴君也， 白貴無咎，／紫芝

成曲。 父諒葱， 器蘊才略， 道兼出虚， 曾奮玉剣，西渉青海， 謀獲一鼓， 日

取三捷， 何／其牡也！及逃賞不受， 遺名就閑， 拝上柱國， 未敢聞命， 何其

清也！尊師天瑕醇精， 生為／世楷， 徳宇深鴛， 傑出一時， 風震爽秀， 光照

千里， 誓抗心蓼天， 師友造化。 中宗嘉之，／命為道士， 住景龍観。以尊

師標格高峻皆向風推服， 遂薦為監齋，又昇為大徳。於是／詞達窃冥， 贅

塞宇宙。 上以《五岳真君圏》西母受漢， 世未之聞焉， 期作廟圏形， 創興

／大典， 獲中岳之旨， 受干尊師，イ卑尚書郎草捗為之介。既還報命， 蒙束

吊之錫， 申命／令， 奉龍璧， 東醜子岱。廿四載正月上元， 上乃沐止水之

五香， 清層宮之ー室， 崇校／戒也， 命為高功大法師， 其容止詳閑， 進退審

度， 上指之曰： “
仙家秀也。＂昔漢帝美／尊師之先曰：

“
堂堂乎張， 京兆

田郎。＂今古不替。妥錫以銀器， 雑紺副焉。廿七載， ／詔往真源祖廟

修齋礁太常卿茸浴、 内常侍陳忠盛副以従事， 賞多霊應， 書諸國／史。廿

九載 上夢烈祖， 尊師承詔労求， 審得蕨像， 又賜紫裳、 束吊。時齋

慶 ／鴻休， 救尊師表歎， 若鼓鍾干宮， 琳瑯振響， 詞贈韻逸， 載聞干天，

又賜束吊。因下／詔曰：
“ 朕幽求山下， 乃遇真容， 卿敷暢棲前， 深明道

要，朝来齋慶，為慰良深。＂是歳，／度弟子田恭。尊師僻譲， 墨詔答曰： ‘'尊

師道衆領袖， 玄宗津梁， 至於門人， 皆伏鷹／高業， 故編名紫府， 用嗣清

真。＂又軟修本命功徳，井検校太玄観功徳使， 副恒王， 為／上座， 初謝

不敏， 墨詔答日：
“

玉京齋慶，瑶壇紀綱，資道門之菖徳，成真宗之新／學，

宜来往検校， 勿事謙摘。＂又命為貴妃授三皇賓録師， 妃 賓勤敬， 道高故也。

冬十月，／上幸温泉， 尊師雇従， 因遇疾杜門。 上久不見尊師， 植然若元

所与榮也， 降中使致／問， 勒名醤視薬。尊師禰謝曰 ： “ 臣素求度世， 今将

髪襲何答 天慈！ ＂獣而悌下。六載春／正月戊子， 上有事於圃丘， 尊

師曰： “ 吾同太史公滞洛之恨也。＂己丑， 沐浴焚香， 口／授僻表， 曰： “ 臣

聞存没者， 畳夜也， 何所欣感？於臣則不然，遇大道聖君， 不得久事；有

／九十五老母， 不獲送終。追尋二事， 賓難瞑目， 負愧宿願， 無詞叩謝， 但

飲氣太陰之下，／結草無何之郷， 不勝懇懇至深， 謹抱紳奉辟以聞。＂ 皇上

省表磋悼， 中使弔焉， 贈絹／五十疋， 筋終之恵也。 峨日大飲， 學衿就棺，

若無有物， 得真仙戸解芙。尊師時載五十／有五， 遷化干観， 途月已酉， 芝

干細柳原， 礼也。嗚呼！雲笙遥遥， 瞳望不逮， 刊廼幽石， 永／示下泉。銘



曰： 世本有始， 名揚盛時。 一扁泉戸， 水逝風悲。

救道門使翰林供奉興唐観主撰

ー、 田債の生まれと入道

墓誌の記載によれば、田債は天宝六載（747)正月に、終年五十五歳で亡くなっ
たから、 生まれは武則天の長寿二年 (693) ということになる。 一人の地位の

頗る高い道門の大徳として、 このような年齢で世を去ったのは明らかにやや早

かったように思われ、その臨終で玄宗に奉った表文では、「九十五の老母有りて、

終りを送るを獲ざること」[95歳の老母より先立つ不孝］を恨みとしている。

開元天宝時期に活躍した道門の領袖あるいは伝奇的な道士である葉法善、 羅公

遠、 申泰芝らがおおかた江南から来たのとは異なり、 田債は京兆の本地出身で

ある。 曾祖の田元豊は北周の光禄動に任じられ、 隋でも晋王記室を担当してい

た。 祖父の田成実は出仕せず、 父に至って、 墓誌の記載によれば、「父諦惹、

器蘊才略、 道兼出処、 曾奮玉剣、 西渉青海、 謀発一鼓、 日取三捷、 何其壮也！

及逃賞不受、遺名就閑、排上柱国、未敢聞命、何其清也！」［父の緯は葱といい、

才能は奥深く、 生き方には出処進退を弁えていた。 若い時に軍人となって、 青

海に至って、 進軍の鼓が鳴ると、 一 日に三度も敵首を取ってくるほどの勇壮さ

であった。 戦賞は辞退し、 名誉を平然と捨てて、 上柱国に命じられたが、 その

命も辞退する潔さであった］とある。 つまり、 父の田惹は西征に従軍し、 青海

で戦って、 功績によって上柱国の官を受けた。 唐代前期には青海で吐谷渾や吐

蕃と数度の征戦があった。最も有名なのは辞仁貴と吐蕃との大非川の戦い[670

年］であろう。 しかし、 田惹がどの行軍に参加したかは、 確定することができ

ない。 確定できるのは、 田債の曾祖がかつて周、 隋において低位の官に出仕し

ていて、 父も唐の前期に出征に応募したとはいえ、 彼はおそらく関中の地元の

普通の家庭出身で、 全く関朧集団の重要メ ンバーではなかったことだ ＂ 。 しか

も、田債の家庭は修道の伝統を持っていたわけではない。 墓誌文で「中宗嘉之、

命為道士、 住景龍観」［中宗は彼を慕い、 道士にならせて、景龍観に住持させた］

という。 書き方が簡略に過ぎて、 彼が入道した具体的な因縁がはっきりしない

ため、 出家した景龍観から推論してみるしかない。

景龍観は長安で最重要の道観の一つと言える。『唐会要』巻五十「観」で景

龍観と玄真観を記録する際、 その書き方はかなり特殊である。 なぜなら、 玄真

観そのものが景龍観から改名してできたものなのに、 二つの観は並列されてい

る。 これは他の道観の書き方と異なっているが、なぜそうなのかは不明である。

『 唐会要』の 「景龍観」条の記載は、

注l••関隈集団にも北平田
氏出身の重要な氏族がい
る。 周隋の際に官職赫赫た
る田軌ー田植の氏系で、 唐
になってから、この氏族か
らは田仁会、 田仁注といっ
た高官が出て、 貴戚である
賓氏と通婚した。 拙論「走
入伝奇——新刊唐代墓誌与
〈冥報記〉 “ 豆慮氏 ” 条的解
読」栄新江主編『唐研究』
第 18 巻、北京大学出版社、
2012 年、 頁 281-303。 明
らかに、 田債とこの赫赫た
る田氏家族とは無関係であ
る。
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注 2 ・ ・ ・ 『 唐 会 要 』 巻 五 十
「 観 」 、 上 海 古 籍 出 版 社、
1991 年、 頁 1 020。

崇仁坊。 も と は 申国公の 高士廉の宅であ り 、 西北方は金吾衛であ る 。 神龍

元年、 その両者をあわせて長寧公主の宅を作っ た。 茸庶人が敗れた後、 道

観 と し て建て たが、 そ の ま ま 中宗の年号に よ っ て名称 と し た 汽

「玄真観」 条の記載で は、

崇仁坊。 東半分は左僕射の高士廉の宅で、 西北隅は左金吾衛で あ る 。 神龍

年間に、 長寧公主の邸宅 と して、 さ ら に居民の数十の家屋をあわせた。 公

主が楊慎交に 降嫁す る と 、 建物に盛んに離飾を加 え 、 朱楼綺閣は、 当時に

飛び抜けていた。 草氏 ［長寧公主の母」 が李隆基 ［玄宗」 ら に敗れた後は、

公主は 夫 に 随 っ て外に住んだため ［楊慎交が緯州別駕に な っ た」、 景龍観

と さ れた。 当初は売却が計画されたが、 公認価格で二十万 と い う 高価 に な

り 、 し か も 庭園はそれに含ま な か っ た。 天宝十三載、 玄真観に改め ら れ た
•3 

注 3… 『 唐 会 要 』 巻 五 十 。

「観」、 頁 1027- 1 028。

注 4 …土屋昌 明 「道教の新
羅東伝 と 長 安 の 道観――
＜ 皇 甫 奉 謡 墓 誌 〉 を 中 心
に」 『東方宗教』 第 1 22 号、
20 1 3 年、 頁 1 3。
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「茸氏が李隆基に敗れた」 と い う のは、 李隆基の政変で茸后 と 安楽公主 ［長

寧公主の妹］ ら が殺された後、 すなわち 710 年 6 月 よ り 以後を指 し て い る 。

土屋昌明氏が指摘す る よ う に 、 『唐会要』 で景龍観が茸后の殺さ れた後にで

き た と い う 記載は誤 り で あ る 。 土屋氏は反例をい く つか挙げて い る 。 例 え ば景

雲二年 (7 1 1) 九月の 『景龍観鐘銘』 に は は っ き り と 「景龍観は、 中宗孝和皇

帝が造っ た も の だ」 と 言 っ て い る 。 有名な 『岱岳観碑』 に も 、 景龍三年 (709)

三月十九日に、 京景龍観大徳の曹正一 と 綿州龍興観主の杜太素、 蒲州丹崖観監

斎の 呂 皓仙 ら が、 教を奉 じ て泰山で金録斎を挙行 し た 題記があ る 。 こ れ ら の 史

料における矛盾について、 土屋氏は一つの解釈を提示 し て い る 。 すなわち、 中

宗の時に すでに景龍観は あ っ たが、 具体的な所在の坊里は不明で、 中宗が崩 じ

た後 に な っ て 、 景龍観は長寧公主の宅第 に 移 さ れ た の で あ る と
＊
4 。 こ の解釈

に は説得力 があ る と い う べ き で あ ろ う 。 『田 債墓誌 』 の記載に よ れば、 中宗の

時に景龍観は確か に す で に 存在 し て い た。 そ の創立の時期は景龍元年 (707)

九月か ら 景龍四年 (710) 六月 の間で あ る はずだ。 田 債の入道は疑いな く や は

り こ の時期であ り 、 その年齢は 15 歳か ら 1 8 歳の 間 で あ る 。 残念な が ら 、 墓

誌 文 は田債の道門の師承を提示せず、 「以尊師標格高峻、 皆向風推服、 遂薦為

監斎、 又昇為大徳」 ［田尊師の 品格が 高か っ た ため、 彼の人柄にみながひかれ

て、 監斎に推薦 し、 さ ら に 大徳 と さ れた］ と 述べる だけであ る 。 ま た具体的な

時間 も ない。 し か し 、 明ら か に彼は景龍観の道士の生涯でかな り の成功を収め

てお り 、 こ の観の監斎に任 じ ら れたのは、 容易な こ と では ない。 玄宗初年の道

教の大師であ る 葉法善 と 司馬承禎が前後 し て こ の観で主持 と な っ た こ と を考え

れば、 田債はおそ ら く 彼 ら の う ち の一人 と 何 ら かの関連があ り 、 それが も し か



し た ら 開 元天宝時期の崇道運動で彼が重要な役割を演 じ た原因だ っ た のか も し

れないが、 し ば ら く 待考 と し た い。

二、 田債と 中岳真君祠の建立

数年前、 筆者 は金石材料 と 伝世文献を使っ て、 開元十九年 (73 1)、 玄宗が

五岳 に真君祠を 立て た事件を研究 し 、 当時、 五岳以外 に も 、 青城山に 丈人祠を

立て、 慮山に 九天使者廟を立て た こ と、 こ れ は 一つの完結 し た事件で あ り 、 一

代の宗師である 司馬承禎が道教理論に よ っ て国家祭祀を改造 し よ う と す る努力

であ っ た こ と を指摘 し た
＊5 。 こ の研究を し た 当 時、 筆者は こ れ と 関わ る ほ と ん

ど全て の石刻史料を詳細に整理 し、 『唐華岳真君碑』 の原碑が華山玉泉院に現

存す る こ と を発見、 青城山丈人祠、 薩山使者廟の二碑は文字が伝わ っ て お り 、

泰山、 衡山の諸真君祠 も ま た 関連す る 碑刻題記あ る い は題跛が現在に伝わ っ て

いて、 こ れ ら の石刻材料が玄宗の五岳真君祠建立 と い う 重大事件を認識す る堅

実な基礎であ る こ と を明ら か に し た。 唯一残念だ っ た のが、 金石に せ よ 文献材

料にせよ、 こ の研究当時は中岳真君祠 と 関わ る いか な る 情報も見いだせな か っ

た こ と だ っ た。 と こ ろ が今回、 こ の遺憾な点を 『田債墓誌』 に よ っ て部分的 に

補 う こ と が で き る 。

『田 債墓誌 』 の記載の次の部分、

上以 『五岳真君図』 西母受 （授） 漢、 世未之聞焉、 期作廟図形、 創興大典、

発中岳之旨、 受干尊師、 イ卑尚書郎難捗為之介。 既還報命、 蒙束吊之錫、 申

命令、 奉龍璧、 東醜干岱。

こ れを案ずる に、 墓誌文で称す る 『五岳真君図』 は、 おそ ら く 『五岳真形図』

の誤 り で、 「西母」 は 間違いな く西王母を指す。 上述の五岳真君祠 に 関 す る 研

究で筆者が指摘 し た よ う に 、 司馬承禎の依拠す る 理論の基礎は 『五岳真形図』

で あ っ た。 なぜな ら 、 五岳 と青城山、 鷹山を関連させる最も 重要な道書は 『五

岳真形図』 系統の文献であ り 、 その内容が述べ る の は、 ま さ に西王 母が こ の図

を漢の武帝に伝授す る 物語であ る か ら だ。 う れ し い こ と に、 『田債墓誌 』 の記

載は筆者の その時の推測を充分に支持 し て く れている。

墓誌文の 「発中岳之旨、 受干尊師」 ［中嶽を祭る 命令を出 し て田尊師に担当

さ せた］ と い う 語か ら 知れる のは、 当時、軟を奉じ て嵩山に赴き、 中岳真君祠

の建立を主宰 し た 高道は、 時に景龍観大徳の任 に あ っ た田債 だ っ た こ と で あ る 。

こ れ以前、 彼は こ の観の監斎を担任 し た こ と も あ り 、 赫赫 た る地位であ っ た。

事実 と し ては、 五岳真君祠 と麿山、 青城山の二祠の建立プロ セス において、 例

え ば勅を奉 じて泰山に赴き東岳真君祠を立て た道士が、 大弘道観観主の張遊霧

注 5 …拙論 「五岳真君祠与

唐代国家祭祀」 栄新江主編
『唐代宗教信仰与社会』 上
海 辞 書 出 版社、 2003 年、
頁 35-83。 ほかに拙著 『郊

廟之外—— 隋 唐 国 家 祭 祀

与宗教』 北京、 三聯書店、
2009 年、 頁 1 66-2 1 9。
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注 6 ・ ・ ・ 『新唐書』 巻ーニニ
「茸安石伝附草捗伝」 北京、
中 華 書 局、 1975 年、 頁
435 1。

注 7… 『冊府元亀』 巻五三
「帝王部 ・ 尚黄老」 の記載
によれば、 開元二十二年十
月 、 「赦 し て 曰 く 、 道家の
三元は、 誠に科誡有 り 。 朕
は嘗て意を精に して、 祗る
こ と 亦た久し。 而る に初め
未だ福を蒙 らざる は、 念ず
る こ と 絃に 在 ら ざれ ば な
り 。 今ま月 に十四 日、 十五
日 は 、 是れ下元の斎 日 、 都
の 内 人 は 応 に 屠宰有 る べ
く 、 河南手の李適之を し て
勾当 し、 総じて与に贖い取
ら しむ。 … … 自今已後、 両

と 景龍観大徳の楊碗だっ た よ う に 、 長安の景龍観 と洛陽の大弘道観の道士た ち

が こ の事業で重要な役割を演 じ た こ と はつ と に指摘 し て き た。も ち ろ ん、 景龍

観の道士が こ の よ う に 玄宗か ら信頼さ れたのは、 たぶん司馬承禎が長安におい

て こ の道観に住 し た こ と と あ る 程度関係す る だろ う 。

主事 し た 大徳の道士以外に、 赦を奉 じ て と も に 五岳の二山に赴き 祠を設置 し

た者に は通常、 中使がいる。例 え ば、 内侍省内謁者監の胡寂 ら が東岳真君祠の

設立に参与 し、 鷹山 に赴いて 九天使者廟の設立に賛助 し た宦官は張奉国であ っ

た。彼は後に 内侍省腋庭局 令 も 担任 し て い る。 し か し、 『 田 債墓誌 』 の記載に

よ れば、 彼 と と も に 嵩山に赴い たのは 尚書郎の庫捗で あ っ た。も ち ろ ん、 墓誌

文に同行 し た宦官 も いたが記載さ れていない だけなので あ ろ う 。茸捗は、 則天

武后の名相 た る 茸安石の子であ り 、 史書で 「風格は方整に して、 文辞を善 く し、

書 に 楷法有 り 、 一時の名士は皆な と も に遊ぶ」 と あ り •6 、 開 元中に 、 茸捗が

前後 して吏部郎中、 礼部侍郎、 吏部侍郎な どの尚書省の要職を担任 し た こ と を

考 え れば、 墓誌 文で 「尚書郎」 と 称 し て い る の は、 おそ ら く 当時ま さ に吏部郎

中に任 じ ら れていたの であ ろ う。 『田債墓誌 』 は、 彼 ら が中岳で碑を 立て た と

は示 し て い な い も のの、 他の四岳二山で祠を置 き、 斎醜 し た後に碑を立て た こ

と か ら 考 え れば、 中岳も 例外では な か っ た だろ う 。し たが っ て 、 当時、 竣工 し

た後に も 、 『唐中岳真君祠碑』 が立て ら れたのであ り 、 碑文の撰書者 は、 文辞、

書法で名を知 ら れ た茸捗であ っ た と 推測 さ れ る 。

墓誌 文の記載に よ れば、 中岳真君祠の設立任務を円満に完了 し た後、 田債は

長安に戻っ て報告 し 、 玄宗の褒賞を受け、 続いて ま た赦を受けて龍璧を携えて

泰山 に赴き、 投龍の功徳をお こ な っ たが、 こ の活動については、 残念な が ら 『岱

岳観碑』 に 関連の題記は残されていない。

都及び天下の諸州は、 毎年 三、 唐玄宗の崇道運動における田債

正月、 七 月 、 十月 の元 日、
十三に起きて十五に至る ま
で、 兼て宜 し く 禁断すべ し」
（北京、 中華書局、 1 982 年、
頁 592)。 当 時 は ま さ に 玄
宗が三元斎について最も関
心を持 っ て い た 頃 だ っ た
のがわかる。 唐代の三元斎
については、 李豊榊 「厳粛
与遊戯 ： 道教三元斎与唐代
節俗」 鐘彩鉤主編 『伝承与
創新 ： 中央研究院中国文哲
研究所十周 年紀念論文集』
台北、 中研院文哲研究所、
1999 年、 頁 55- 1 1 0。
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周知のよ う に 唐の玄宗は開 元天宝時期に持続的な崇道運動を惹起させたが、

田債はその重要な実体験者の一人であ り 、 前述の よ う に救を奉 じて嵩山で中岳

真君祠を設置 し た以外に も 、 生前にお こ っ た重要な事件に ほ と ん ど全て参与 し

てい た。例えば、 墓誌 文に次の よ う に あ る 。

廿四載正月上 元、 上乃沐止水之五香、 清層宮之ー室、 崇校戒也、 命為高功

大法師、 其容止詳閑、 進退審 度、 上指之曰 ： “ 仙家秀也。” 昔漢帝美尊師

之先曰 ： “ 堂堂乎張、 京兆田郎。＂今古不替。妥錫以銀器、 雑綸副焉。

こ の件は開元二十四年 （736) の上 元の日に発生 し た。おそ ら く 玄宗は 宮内

で三元斎の儀式を挙行 し た の だ ウ 。「止水の 五香を沐す」 と は、 玄宗が斎戒の



前に 五香湯で沐浴 し た こ と を 指す。『雲笈七鍛』 所引の 『三皇経』 に 「凡そ斎

戒沐浴す る に は、 五香湯で洗わ なければな ら ない。五香湯の作 り 方は、 蘭香を
一斤、 荊花を一斤、 零陵香を一斤、 青木香を一斤、 白檀を一斤用い る 。こ れ ら

五物は切 っ て、 水二斤五斗で 一斤二斗に な る ま で煮込んで、 それで洗浴す る 。

こ の湯は悪邪を避け、 不祥の気を除き、 神霊を降して く れる。こ れを使っ て沐

浴すれば、 頭痛が治る 」 と あ る •8 。つ ま り 道教の伝統では、 五香湯は儀式を挙

行す る 前の斎戒沐浴で専門に用い る も の で、 こ れ も 道教儀礼に対す る玄宗の熟

知 と 尊重をあ ら わ し て い る 。 そ し て 田 債は、 こ の儀式に お い て 「高功大法師」

を担当 し て い る 。「高功」 と は、 経 典 と 宗教儀礼を熟知 し、 斎酷の儀式を と り

お こ な う 道士の こ と で、 通常は法壇上で 高い座に い る 。『無上秘要』 に よ る と 、

高功大法師 と し て の要求条件は 「高徳に挙げ ら れ、 ふか く 妙義を解 し て い る こ

と 」 と あ る 文 杜光庭の整理に な る 『太上黄篠斎儀』 で も 、 儀式 において 「一

人を置いて 高功大法師 と す る。 その職は、 道徳が内に充実 し、 威儀が外 に備わ っ

て お り 、 俯仰に も 法式があ り 、 人 も 天 も 尊ぶよ う な も ので あ る 」 と い う こ と が

求め ら れて い る ·10 。田 債が こ の皇族の儀式で最重要の 高功大法師を担 当 し た

こ と か ら 、 彼に対する 玄宗の重視がわか る 。

墓誌 文の次の部分、

廿七載、 詔往真源祖廟修斎酷、 太常卿茸浴、 内常侍陳忠盛副以従事、 実多

霊応、 書諸国史。

「真源祖廟」 と は、 老子の故里で あ る 塞州 真源県の玄元皇帝廟の こ と で、 天

宝 元年 後 に 額 を 改 め て 「太清 宮」 と し た。田 債は玄宗の 命を奉 じ て、 開 元

二十七年 (739) に 真源県に赴いて 玄元皇帝の祭祀を と り お こ な い、 その副使

は太常卿の草浴、 内常侍の陳忠盛であ っ た。案ずる に 「葬浴」 は、 玄宗朝で最

も著名な礼官の 一人だ っ た 「茸絹」 で あ ろ う 。彼はつ と に 開 元十年に は、 国子

司業か ら 唐代で首位の 「礼儀使」 な ら び に 「専掌五礼」 に 任 じ ら れた • 1 1 。草

絹は道教 と の関係が非常に密接で、 こ れ よ り 前に も たびたび赦を奉じ て都を離

れて道士た ち と 功徳をお こ な っ て い る 。例えば開元十八年 （730) 六月七 日、 「金

紫光禄大夫行太常少卿専知礼儀集賢院修撰上柱国姉郡開国公輩絹、 中大夫行内

給事上柱国張奉及 ら は、 並びに 親 し く 聖旨を奉 じ て、 検校内供奉精勤道士東明

観主王仙卿を して、 此の青城丈人霊山に お も むいて斎醜を と り お こ ない、 あわ

せて龍璧を奉 じ た」 と い う ·1
2 。こ れは尊絹 が長安の東明観主王仙卿 ら と と も

に青城山に行っ て投龍を した時に 留 し た題記であ り 、 玄宗朝の道教 と 国家祭祀

の密切な関係を反映 し て い る 。後に 光禄卿に上がる と、 草絹 は さ ら に玉真公主

［玄宗の妹］ と と も に、 司馬承禎が王屋山で住持す る 陽台観に赴いて金篠斎を

と り お こ な っ た • 13
0 

注 8…張君房編 『雲笈七簸』
巻 四ー 「七簸雑法 ・ 沐浴」
李永晟点校、 北京、 中華書
局、 2003 年、 頁 891 。

注 9… 『無上秘要』 巻三五
「授度斎辞宿致儀品」 周作
明点校、 北京、 中華書局、
201 6 年、 頁 545。

注 1 0… 『 太 上 黄 籍 斎 儀』
巻 五 三 「 讃 導 」 、 『 道 蔵 』
第 9 冊、 文 物 出 版社、 上
海書店、 天津古籍出版社、
1 988 年、 頁 348。

注 1 1 … 『旧唐書』巻ニー 「礼
儀志」 一、 北京、 中華書局、
1975 年、 頁 8 1 8。 指摘す
べきなのは、 茸結は茸安石
の兄の草叔夏の子で、 茸捗
と は従兄弟にあた り 、 田債
は彼と と も に命を受けて出
張 し た こ と も あ り 、 縁が深
い。

注 1 2 ・ ・ ・ 「青城山常道観碑」
右側、 陳垣編纂、 陳智超、
曾慶瑛校補 『道家金石略』
北京、 文物出版社、 1 988
年、 頁 1 1 1 。

注 1 3… 『 旧 唐 書 』 巻
一九二 「隠逸・司馬承禎伝」
頁 5 1 28。
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注 1 4… 『唐会要』巻五十「尊
崇道教」 頁 1 0 1 3。

注 1 5… 『道家金石略』 頁
126。
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墓誌文の次の部分、

廿九載、 上夢烈祖、 尊師承詔労求、 審得蕨像、 又賜紫裳、 束吊。 時斎慶鴻休、

赦尊師表歎、 若鼓鍾千宮、 琳瑯振響、 詞贈韻逸、 載聞干天、 又賜束吊。 因

下詔 曰 ： “ 朕幽求山下、 乃遇真容、 卿敷暢楼前、 深明道要、 朝来斎慶、 為

慰良深。 ”

案ずるに 『唐会要』の記載には、 開元二十九年 (74 1 ) 五月、 「上 ［玄宗」

は夢で玄元 ［老子］ から偉大な時代が来たことを告げら れた。 そこで老子の姿

を図にして、 天下に頒布した」とある
事

14 。 当時、 唐の玄宗が大いにこの事件

を宣揚し、 天下の各州すべてに『夢真容教』碑を置かせたのは、 いま見 ら れる

記載として、 台州、 奄州、 忠州があり、 現存しているものに、 易州本と楼観本

があるが、 後者は宋人の覆刻であり、 宰相の署名である牛仙客を張九齢に改め

てあり、 明 ら かに 原 碑のもとの姿を失っている。 『道家金石略』は藝風堂拓本

にもとづいて収録し、 その文は次のようである。

教旨 ：
“ 中書門下兵部尚書兼侍中牛仙客等奏 ： 臣等因奏事、 親承徳音、 陛

下謂 臣等日 ： 朕 自 臨御已来、 向舟年、 未曾不四更初即起、 具衣服、 礼尊容、

蓋所為蒼生祈福也。 昨十数 日前、 因礼謁事畢之後、 曙色猶未分、 端坐静慮、

有若瑕痣。 忽夢見一真容云 ： 吾是汝遠祖、 吾之形像可参尺餘、 今在京城西

南ー百餘里、 時人都不知年代之数。 汝但遣人尋求、 吾 自応見。 汝 当慶流万

葉、 享詐無窮。 吾 自 度其時、 今合与汝於興慶中相見、 汝亦当有大慶。 吾猶

未即言、 語畢、 覚後昭然、 若有所賭。 朕因即命使兼令諸道士相随、 於京城

西南求訪、 果於盤屋県楼観東南山阜間、 乃遇真容。 一昨迎到、 便於興慶宮

大同殿安置、 贈賭与夢中無異者。 伏以玄元大聖、 降見尊容、 感通之徴、 実

符容徳。 陛下体至真之道、 崇清浄之源、 何曾不礼謁虔誠、 為蒼生祈福、 故

得真容入夢、 烈祖表霊、 求之西南、 果与夢協。 … … 臣等昨 日伏承聖恩賜許

瞳礼、 自 然相好、 諒絶名言、 開闘以来、 典籍所載、 未之有也。 臣等無任慶

悦之至、 僅奉状陳賀以聞、 イ乃請宣示中外、 編諸簡冊者。 夢之 正者、 是為通神、

於惟聖容、 果以誠応。 豊朕徳所致、 而大道是興。 再省興霊、 言猶在耳、 将

胎福業、 代祀弥口、 口告以行宮、 乃置之内殿、 兼云大慶、 允属朕射。 稽之

道経、 以慈為宝、 当慈育万姓、 永答神期、 卿等宗臣、 懸揚嘉応、 所請者依。 ”

開元廿九年閏四月廿一 日。 • 1 5

『夢真容赦』は閏四月に発布され、 その後には博州刺史李成裕の奏文があり、

この軟を石に刻し、 天下諸州の開元観に立てさせるよう奏上している。 最後は

碑文の書者の落款で、「 開元廿九年六月一 日、 武功蘇霊芝書」とある。 明 ら かに、



唐の玄宗が太上老君の 「真容」 を夢に見た のは、 当時において朝野で宣揚され

る大事件であり、 玄宗は中使と都の道士に命じて西南方向に探し求めさせ、 最

後に盤屋の楼観台で老君像を見つけた のだ っ た 。『田債墓誌』にいう 「尊師承

詔労求、 審得蕨像」 ［田尊師は天子の詔を受けて老君の像を探して見いだした］

という言葉か らわかるように、 田債はまさしくこの仕事を具体的に負 っ た 大徳

だ っ た のだ
・ 1 6 。 彼はこれによ っ て玄宗から紫衣と束 吊を賜 っ た 。 続いて挙行

された 、 この事件を祝う斎礁の儀式でも、 田債は同様に優れた 役割を担い、 そ

の 際の賞賛文が「 詞贈韻逸」 ［言葉が秀逸］ だ っ ただけでな く 、 読み上げる声

も 「若鼓鍾干宮、琳瑯振響」 ［宮 中に太鼓の音が鳴 る ように朗々として響き 渡っ

た ］ た め、 再び玄宗から詔書をもらって褒賞された 。 この一年、 玄宗は田債の

佳である田恭を入道させ、 田債が辞退を書いた 文に書き込みした 中で、 田債の

ことを「 道衆領袖、 玄宗津梁」 ［道教徒の領袖であり、 道教学の大黒柱だ］ と

称したという。 その評価の高さを知 ることができ る。

四、 恒王と太玄観

田債は景龍観の大徳ではあ ったが、 同時に内道場の道士として も活躍し、 宮

廷との関係が非常に密切であ った 。 この点では、 景龍観の前の観主――天下に

有名だ った 葉法善と完全に一致している。 開元二十四年に宮中で挙行された 三

元斎の高功大法師を担当した 以外、 墓誌文では次のように言う。

又敬修本命功徳， 井検校太玄観功徳使， 副恒王， 為上座， 初謝不敏， 墨詔

答曰： “ 玉京齋慶， 瑶壇紀綱， 資道門之醤徳， 成真宗之新學， 宜来往検校，

勿事謙摘。 ＂

唐の玄宗は「本命」 への信仰を非常に重視した 。 西岳華山を 自 分の「 本命」

のありかと考え、 華山信仰を開元天宝時期に盛んにさせた '17 。 開元二十六年

( 738) 六月に玄宗は南岳で投龍した 際の告文で、 同じように「 本命」 的な要

素を強調している。 「大唐開元神武皇帝李隆基、 本命は乙酉、 八月五 日降誕。

早くに道真を好み、 神仙長生の法を蒙 らんと願 っ て、 謹んで上清霊文によ っ て

手紙を紫蓋仙洞に投ず」 という
＊ 18 。 この時に救を奉じて衡山に赴き投龍をし

た 高道は、 長安の粛明観から来た 道士の孫智涼であり、 南岳以外に、 さらに撫

州の華蓋山、吉州 の玉笥山などでも投龍して功徳をおこなっ た
・1 9 。『田債墓誌』

によれば、 田債も赦を奉じて玄宗のた めに「 本命」 の功徳を修めた が、 今回の

儀式の挙行した 場所は、おそ ら く墓誌に提示された 「太玄観」 であ った だろう。

太玄観に関する材料は極めて少なく、 唯一、『冊府元亀』巻五三「 帝王部・尚

黄老」 の開元二十九年条に記載があるのみである。「 この年、 皇太子が次のよ

注 16… 杜光庭 『歴代崇道
記』 は、 玄宗が 「遂に内使
と道門威儀の繭元裕を差わ
せ城の西南に干いて尋訪せ
しむ」 という 。 蒲元裕は職
位と してこれを統括 しただ
けで、 具体的に行使 したの
は田債であっ たはずだ。『杜
光庭記伝十種輯校』 北京、
中 華 書 局、 2013 年、 頁
365。

注 1 7… 買 二 強 「 唐 代 的
華 山 信 仰 」 『 中 国 史 研
究 』 2000 年 第 2 期、 頁

90-99。

注 1 8… 録 文 は 『 道 家
金 石 略 』 頁 1 22 に 見 え
る。 は っ き り し た 図 版
は Liu Yang、 “ Images
for the Temple: Imperial 
P a t r o n a g e  i n  t h e  
Deve lopment  of Tang 
Daoist Art" Artibus Asiae、

Vol .  LX I :  2 、 2 0 0 1 、
pp.2 16、 Fig. 13- 14 ． 凋 其

庸氏が道光年間の拓本一幅
を所蔵 してお り 、 上側に当
時の学者の題跛があ り 、 非
常に珍 しい。 氏著 「唐玄宗
入道考ーー 開 元二 十 六 年
唐玄宗入道銅簡考釈」 『唐
研究』 第 20 巻、 北 京 大
学 出 版 社、 20 14 年、 頁
257-263。

注 19 • • • 拙論「盛唐長安粛
明観考論」 中国社会科学院
歴史研究所隋唐宋遼金元
史研究室編『隋唐遼宋金
元 史論叢』 第 2 輯、 上海
古籍出版社、 201 2 年、 頁
1 64- 178。
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注 20 ・ ・ ・ 『 冊 府 元 亀 』 巻
五三 「帝王部・ 尚黄老」 一、
北京、 中華書局、 1 982 年、
頁 596。

注 2 1 … 『 全 唐 文 』 巻
二 六五、 北京、 中華書局、
1 983 年、 頁 2694。 こ の
碑 は 拓本が存世 し て お ら

ず、 『道家金石略』 も 『全
唐文』 に も と づい て収録 し
ている。 その中の 「元」 は
「玄」 の緯字 で あ ろ う 。 部
紫陽について は、 拙論 「碑
誌 所 見 的 麻 姑 山 部氏ー一

一個唐代道教世家的初歩

考察」 『唐研究』 第 1 7 巻、
北京大学出版社、 201 1 年、
頁 39-70。

注 22… 『長安志』 巻ー五、

辛徳勇、 郎潔点校 『長安志・
長安志図』 西安、 三秦出版
社、 20 1 3 年、 頁 459。

注 23… 罪t音 と 粛明観に つ

い て は、 前 引 の 拙 論 「 盛

唐 長 安 粛 明 観 考 論 」 頁
1 66- 1 7 1 。

注 24… 『 全 唐 涛 』 巻
一三六、 北京、 中華書局、
1 960 年、 頁 1 376。
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う に奏上 し た。 臣の弟兄は恩旨を奉 じて、 と も に 大 （太） 玄観を造 り 、 神力に

頼んで、 永遠に玉体を守 っ て も ら い た い と 願 う も ので あ る 。 そ こ で十四人を精

選 し て、 入道さ せて道士 と さ せ た い と 。 皇上は こ う 答え た。 道は 清浄を 尊び、

人 が そ れを ひ ろ げ る も の だ。 な ん じ ら が勤誠 し、 神仙 に そ れ を起請せ よ と 」

·20 。 だ と す る と 、 太玄観は太子 と 諸王兄弟が旨を奉 じ て 造 っ た も の で、 玄宗

のため に福を祈っ た の で あ る 。 し たが っ て 、 こ の観で玄宗の 「本命」 の功徳道

場を挙行 し たのは、 理解 しやすい。 その具体的な地点については、 開 元二十九

年か ら天宝元年の間 (74 1 -742) に李崖が撰 し た 「唐東京福唐観郡天師謁」 に

「 （ 開 元） 二十七年冬十月朔七日、 温泉 宮に 幸 し 、 太元 （玄） 観に安置 さ せ ら

れた」 と あ る •
21 。 つ ま り 「太玄観」 は襲山 に あ り 、 玄宗は毎年冬に匿山の温

泉 宮 （天宝六載以後は華清 宮と 改名） に 行 く 時、 郵紫陽のよ う なおつ き の道士

がそ こ に安置さ れたのであ る 。 こ の こ と か ら 、 こ の観 も 一種の 内道場の色彩が

あ る こ と がわかる。 しか し、 こ の二つの史料には馳顧す る 点 も あ る 。 太玄観は

い っ たいいつ建立さ れ た の か ？ 「郵天師喝」 に よ れば、 遅 く と も 開 元二十七

年にはすでに存在 し て い る が、 こ れは 『冊府元亀』 の 開 元二十九年の記載 と 矛

盾す る。 『長安志』 の記載は、 こ の矛盾の解決に ヒ ン ト を提供 して く れ る。 「太

玄観、 『両京道里記』 に次のよ う に 言 う 、 唐武徳二年 に設置 さ れ、 襲山の麓に

あ る 。 開 元二十七年 (739) 、 宮殿の増 と 近 く て 、 静粛 に な り に く いので、 諌

議大夫道士の手惜に 命 じ て移築 さ せ、 今は 宮殿の北一里に あ る と 」
・22 。 こ の

三つの史料を総合す る と 、 太玄観はつ と に 武徳二年に耀山の麓に建て ら れたが、

開 元二十七年 に な っ て 、 温泉 宮か ら 近すぎる た め に、 玄宗が時に 「朝請大夫、

守諌議大夫、 集賢院学士、 兼知史官事」 に任 じ ら れていた粛明観道士の手倍に

温泉 宮の北一里の地点に移させたの であ る •
23 。 皇太子、 諸王 ら は おそ ら く旨

を奉 じ て 手惜 と と も に 「共に太玄観を造る 」 、 つ ま り 移築工事をお こ な っ た の だ。

そ し て二年後に竣工 し た 日、 太子は奏上 し て太玄観で新 た に 1 4 人を 度 して道

士 と し た。 こ れ こ そ が 『冊府 元亀』 に載せる 奏文の主旨なのである。 盛唐の詩

人で あ る 儲光義 （約 706-763) に 「題太玄観」 と い う 詩が あ る 。

門外車馬喧、 門裏 宮殿清。

行即蒻若木、 坐即吹玉笙。

所喧既非我、 真道其冥冥 •
24

こ れは太玄観を題詠 し た 数少ない作品であ り 、 おそ ら く 移築後ほ ど な く して

作られた も のであろ う 。

墓誌 文中に示された 「恒王」 と は 、 玄宗の子の李瑣を指 し て お り 、 鄭オ人の

生んだ子で あ る 。



恒王瑣は、 玄宗の第二十七子である。 初めの名は漣という。 開元二十三年

七月、 封ぜられで恒王となった。 若くして道を好み、 常に道士の衣服を着

ていた。 右衛大将軍を授か り 、 開府儀同参司を加えられた。 二十四年二月

に瑣に改名した。 天宝十五載、 皇上に従って巴蜀に移ってからは、 再び道

士の着物を着ることはなかった
＊
25

道教を好む親王として、 李瑣は必ずや太子と諸兄弟らが共同して太玄観を移

築した行為に深く参与したと考 え られる。『田債墓誌』 にいう 「副恒王、為上座」

とは、 太玄観の観主を恒王みずからが担 当し、 田債本人は上座にあたったこと

を指しているようである。 唐代の道観の三綱は観主、 上座、 監斎であ り 、 田債

は上座の身分で恒王に 「副う」のだから、 後者が観主の身分であることは一 目
瞭然である。 だとすると恒王が「常に道士の衣服を着ていた」 というのも、 十

分納得がいく。 もちろん、 太玄観における各種の斎醜儀式の挙行はおそらく、

よ り 専門家である田債が具体的には責任を負ったであ ろう。 だからこそ彼は玄

宗の任命した 「検校太玄観功徳使」なのである。 前引の皇太子の奏文に「 十四

人を精選して、 入道させて道士とさせたい」とあることから考えると、 太玄観

の規模はそれほど大き くない。 したがって、 田債の本職は依然として長安の景

龍観の威儀で、 闊山の太玄観の上座を兼任したにすぎないと思われる。

五、 楊貴妃と三皇籍

『 田債墓誌』で最も注 目 されるのは、 「又命為貴妃授参皇宝録師、 妃実勤敬、

道高故也」、つ まり楊貴妃との師徒関係であろう。『旧唐書』「后妃伝」 によれば、

玄宗楊貴妃、 高祖令本、 金州刺史。 父玄談、 蜀州司戸。 妃早孤、 養於叔父

河南府士曹玄談。 開元初、武恵妃特承寵遇、故王皇后麿馳。二十四年恵妃斃、

帝悼惜久之、 後庭数千、 無可意者。 或奏玄談女姿色冠代、 宜蒙召見。 時妃

衣道士服、 号曰太真。 既進見、 玄宗大悦。 不期歳、 礼遇如恵妃
＊
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周知のように、 楊玉環は宮中に入る前は寿王の妃であ り 、 息子の嫁を奪うと

いうス キ ャ ンダルを糊塗するために、 玄宗は彼女を まず入道させ、 これ以降、

彼女は道教と切っても切れない縁を結んだ •27

しかし従来、 楊貴妃の道門における師承は不明で、 若干の材料から推測して

いただけであった。 例えば、 杜光庭の『 仙伝拾遺』に、 玄宗が高道の申元之と

宮中で議論した際に、 楊貴妃がしばしば傍に随い、 読経に耳を傾けたという

•28 。 元代に編ま れた、 盛唐時期の伝奇的な道士の 申泰芝の物語である 『雲阜

山申仙翁伝』には次のよ うにある。

注 25… 『 旧 唐 書 』 巻
-0七 「玄宗諸子伝」 頁
327 1。

注 26 ・ ・ ・ 『旧唐書』巻五ー「后
妃伝」 上、頁 2 1 78。

注 27 …王雨萌 「楊貴妃与
道 教 」 『 文 史 知 識』 20 1 4
年第 9 期、 頁 48-52。

注 28· ・ ・ 『 仙 伝 拾 遺 』 巻
二、羅争鳴 『杜光庭記伝十
種輯校』 北京、中華書局、
201 3 年、 頁 8 1 0-8 1 1 。
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注 29… 『雲阜山申仙翁伝』
『道蔵』 第 6 冊、 頁 856。

注 30… 拙 論 「 従 “ 妖 人 ”

到仙翁——正史与地方史志
中 的盛唐道士申泰芝」 『 中
国史研究』 20 18 年第 2 期、

頁 1 35- 1 56。

注 3 1 …文末の補注を見よ。

注 32• • • 劉仲宇 『道教授録

制度研究』 北京、 中国社会
科学出版社、 20 1 4 年、 頁
28-60。

注 33… 唐代の授録に つ い
ては、 任継愈主編 『中国道
教史』 第九章 「唐代道教法

録伝授」 上海人民出版社、

1 990 年、 頁 340-390 ［邦

訳あ り ］ 。 本章は呉受裾教
授の執筆になる。 魏晉南北
朝以来の道録の系統的整理
については、 最近の研究 と

し て白照傑 『整合及制度化
ーー唐前期道教研究』 第六
章 「唐前期的道録整合」 上
海、 格致出版社、 201 8 年、
頁 243-273。

注 34 ・ ・ ・ 史 崇 玄 の 弟 子 で
あ る 張 万福 は そ の 『伝授
三 洞 経 戒 法 録 略 説 』 巻
下 で、 二 人 の 公主 が 霊宝

と 上 清 の 経 法 を 受 け た

二回 の 儀 式 の 次 第 を詳述
し て い る 。 『 道 蔵 』 第 32
冊、 頁 1 96- 1 97。 儀 式 の
詳 し い 解 読 は、 Charles
D .  Benn 、 The Cavern­

Mystery Transmission: A 
Taoist Ordination Rite of 
A .D .7 1 1 、 Un iversity of 

Hawaii Press、 1 99 1 . 史 崇
玄 と 張万福については、 拙
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天宝三年、 明皇宮中楊貴妃亦懇仙翁受伝秘録。 次年二月二 日 、 上建宝斎、

設紙席偽座而試之、 仙翁端坐而席不傾。 上歎曰： “ 異哉 ！ 真神仙中人也。 ”
… …惟帝愛慕貴妃之情甚厚、 仙翁累入内庭、 興帝講解、 因進諫 曰：“ 宜戒

色欲為患、 防其奸臣蔽主、 窪弄大櫂、 小人在位、 則君子在野。 ＂ 然帝不見用、

亦不甚謹。 •29

この書においては、 楊貴妃に道録を授けた高道を 申泰芝だと明言している。

私はかつて、 この書の楊貴妃に対する態度は意味深長だとして、 「一方で、 楊

貴妃が 申泰芝に法録の伝授を依頼するかたち をとることで、 申泰芝の宮廷にお

ける威望をあらわすとともに、 一方で、 楊貴妃はけ っ き ょ く後世が公認する禍

をもたらす美女であるから、 申泰芝と彼女の距離を保たせる必要もある」と指

摘したことがある •30 。『 田債墓誌』と合せて見ると、 楊貴妃は確かに道録を 正

式に受けたのであ り 、しかしその師匠は申泰芝ではなく、景龍観大徳の田債だっ

たのだ。 田債が仙去する天宝六載は、 ま さに楊貴妃が盛んにな り 、 無比の恩寵

を受けていた時であ り 、 その墓誌に田債と貴妃の関係が記載さ れた時は、 当然

ながら後世の『 申仙翁伝』の ようなもつれは有 り 得ない。 だから墓誌には 「妃

がまことに勤め敬っ たのは、 田尊師の道が高かっ たからであった」 と、 ひけら

かしの気分がなきにしもあらずだ。 ひ っ き ょ う墓誌を書いた 「教道門使翰林供

奉興唐観主」からすれば
拿31 、 貴妃のために道録を授けて彼女から尊崇を受け

られるのは、 とにかく誇称 するに値する事柄でもあるのだ。

「録」は「籐」に通じ、 「宝録」「法録」「秘録」などともいい、 天官功曹、 十

方の神仙の名諒を記録してあ り 、 神吏を使役し、 法術をおこなう文牒である。

それは、 人と神の間の契約関係を表してお り 、 ある録を受けた後は、 この一連

の鬼神を支配することができるとともに、 道門内部でみずからの位階および身

分の地位を示す証拠ともなる。 録の起源は古く、 後漢末の漢中地区における五

斗米道の内部で、 すでに 「 正一盟威録」がおこなわれ、 後世における入道の最

も基礎的な録と な っ た •32 。 六朝時代、 それぞれの道派に 自 分たち の録がおこ

なわれた。 「三皇録」 「上清篠」 「霊宝録」などがそれである。 隋唐統一帝国の

出現によ っ て、 各派の道録も整理統合がおこなわれ、 最終的に 正ーから上清に

至る法録系統が形成され、 それぞれの段階の法録で相応する経文と戒律が定

ま っ た •33 。 授篠の時には、 しばしば 「授録儀」と呼ばれる荘厳な儀式が挙行

された。 開元天宝以前の最も著名な授録儀式は、 容宗の時代に赫赫とした太清

観主の史崇玄が金仙、 玉真の二公主の授録のために挙行した二回の儀式である
•3

4 

では、 田債が楊貴妃に授けた「三皇録」 は、 唐代道教の位階において どのよ

うな位置にあ っ たのか ？ 『 隋書』「経籍志」に当時の道録の体系が記載さ れて



いる。 「受道の法は、 初めに五千文録を受け、 次に三洞（皇）録を受け、 次に

洞玄録を受け、 次に上清録を受ける」
・35 。 文中の 「三洞」は 「三皇」の誤 り

である。 なぜなら下文の洞玄、 上清は「 三洞」 にあた り 、 重複すべ きではない
からである。 だから三皇録は五千文録と洞玄録の間ということになる。 唐の張

万福 『伝授三洞経戒法録略説』に載せるものもほぼ同 じで、 「凡そ人の初めて

法門に入るや、 先に諸戒を受けて、 患いや罪を防止する。 次に 〔正一〕 符篠を

おびて、 懇魅懇睡が近づかない ようにし、 神気を保持する。 次に五千文を受け

て、 道徳を明らかにし、 生命の源を活発にする。 次に主皇を受けて、 次第に下

乗に登 り 、 荒きもの ［肉体］に依 り つつ妙に入る。 次に霊宝を受け、 進んで中

乗に昇 り 、 体内の神を転じて慧に入る。 次に洞真を受けて、 丹を煉 って無に戻

り 、 源ーに回帰し、 常道を明らかにする」とある
＊36 。 つま り 、 「三皇経録」 は 「道

徳経録」 と「霊宝経録」 の間に伝授されるものなのである。 ところで、 五代宋

初の孫夷中の 『三洞修道儀』 には 「李氏が隋を革命するには、 太上老君が受命

の符を告げた。 このため祖先を尊んで祭礼し、 国とともに尊んだ。 それで立派

な道観が四方僻遠の地まで広く建てられた。 三洞の科格は、 正ーから大洞まで、

七等が作られ、 篠はー百二十階、 科は二千四百、 律は一千二百、 戒は一千二百

あ り 、 四輔の真経によってこれを補った。 これこそ凡よ り 聖に入る門であ り 、

国を助け身を治める業だ」 とある •
3

7 。 これも唐代道教の法録の基本的な情況

の記載である。 劉仲宇氏はこう明確に指摘している、 「唐代の法録には七等級

があ っ たが、 最も基本的なのは 正一、 洞神、 霊宝および上清の四大法録であ っ

た」
・38 。 要するに、 「洞神録」の位置は 「 正一録」 の上、 「霊宝録」 の下であ り 、

その最も中心的なものが 「三皇録」だった。

『三皇経』は 『三皇文』あるいは 『三皇内文』ともいい、 『天皇文』『地皇文』

『人皇文』を合せた名称 である。 陸修静が 「三洞」を整理して道書を編纂した

時、『三皇経』 を洞神部に収め、 洞真部の『 上清大洞真経』、 洞玄部の『霊宝経』

と並列させた •39 。 三皇録について、 劉仲宇氏は次のように述べている、 「三皇

経派の録は、 その基本経典の基礎の上に形成されたもので、 篠という名がある

とはいえ、 その主要部分は経書であ っ て、 しかも最も重要な三皇内文を主たる

「篠図」とした」
・40 。 後に唐初に至っ て、 国家が頒布した『田令』には僧尼道

士に田地を授ける規定があるが、 道士、 女道士に田地を授ける前提条件がま さ
に 『三皇経』に通 じていることであった。 貞観二十二年 (648) になって、 こ

の経典が妖妄を語るとして、 朝廷は全国範囲でこれを禁止、 集めて破棄し、 道

士に田地を授ける前提も変更して 『道徳経』に通じていることとした
＊4

1

張万福の説によると、 「三皇録」 を受けると、 以下のような良い点があるという。

『三皇文』 は、 つま り 『洞神経』は、 また 『洞仙三皇』ともいう。 これ

論 「唐長安太清観与 〈一切
道経音義〉的編纂」『唐研究』
第 1 5 巻、 北京大学 出版社、
2009 年、 頁 199-226。

注 35… 『隋書』 巻三五「経
籍志」 四 「道経序」 北京、
中 華 書 局、 1973 年、 頁
1 092。

注36… 張万福 『伝授三洞
経戒法録略説』巻下、 『道蔵』
第 32 冊、 頁 193。

注37… 『道蔵』 第 32 冊、
頁 1 66。

注38… 劉仲宇 『道教授録
制度研究』、 頁 93-94。

注 39 ・ ・ ・ 三 皇 文 に つ いて
は、 劉 仲 宇 「 三 皇 文 初
探」『中 国 道 教』 1 993 年
第 2 期、 頁 27-3 1。 丁 培
仁 「三皇経新考」 『宗教学
研究』 201 4 年第 4 期、 頁
7 - 1 2。 いま 最 も 系統的な
研究は、 謝世維氏の次の
二篇である。 「中古道教史
中的三皇文伝統研究」 『清
華 学 報 』 新 44 巻 第 1 期
(20 1 4 年） 、 頁 29-60。 「真
形、 神図与霊符_—道教三
皇文視覚文化初探」 『興大
人文学報』 第 56 期 (20 16
年 ）、 頁 23-58。 こ の ほ
か、 管 見 で は、 Dominic
Steavu の 『三皇経』 に関
す る 専 著 The Writ of the 
Three Sovereigns: From 
Local Lore to Institutional 
Daoism が 201 9 年 初 に 出
版された。 本書は香港中文
大学宗教系 「道教研究学術
論叢」 の第一冊である。

を受けると、 天地の万霊百精の神を呼び出すことができ る。 道士がこれを 注 40… 劉仲宇 『道教授録
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制度研究』 頁 74。

注 4 1 ・ ・ ・ 陳 国 符 『 道 蔵 源
流 考 』 北 京、 中 華 書 局、
1 963 年、 頁 7 1 -78。

注 42… 張万福 『伝授三洞
経戒法録略説』巻上、 『道蔵』
第 32 冊、 頁 190。

注 43… 道宣撰、 劉林魁校
注 『集古今仏道論衡校注』
巻丙 「太宗救道士、 三皇経
不足開化、 令焚除事九」北
京、 中 華 書 局、 20 1 8 年、
頁 231 。

注 44 ・ ・ ・ 『無 上 秘 要 』 巻
三八 「授洞神三皇儀品」 頁
563-569。

注 45 … 大淵忍爾『 敦煙道
経 ・ 目録編』 が初めて大英
博物館蔵 S.3750 と フ ラ ン

ス 国立図書館蔵 P.2559 の
二つ の文書について正確
な定 義 を お こ ない、 そ れ
を基 礎に、 王未氏が 「敦
煙残紗本陶公伝授儀校読
記」 で中国国家図書館蔵敦
煙紗本 BD l 1 252 残片が前
者と組み合わせられる こ
と、 大英博物館蔵 S.6301

残片が陶弘景 『伝授儀』 の
経巻の 目 次 と 考 え られる
こ と を指摘 した。 『敦煙 学
輯刊』 2002 年第 1 期、 頁

89-97。 こ こ では氏の 『道
教経史論叢』 成都、 巴蜀書
社、 2007 年、 頁 32 1-339
および 「授受三皇法」 の録
文は頁 337-339 を参照。

注 46… 前引の謝世維 「中
古道教史中的三皇文伝統研
究」 頁 39。
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侃びると、 体内の神を飛翔させ、 その出入は思いのままとなり、 雲を呼ん

で雨を降らせ、 鬼神を役使して、 願いをす ぐに叶わせ、 寿命を延ばして、

生死も制御できて、 福を享受すること無窮である
＊42 0 

道門内部では 『三皇経』 の力を相当に認めていることがわかる。 楊貴妃がこ

の録を受けたということは、 明らかに、 かなり長期間の修行を経ていなければ

この段階に至ることができないのであっ て、 受録後、 はじめて「無上洞神法師」

と称 することができる。 注意すべきなのは、 『三皇経』 は貞観時期に破棄され

たはずであった。 「省司下諸州収『三皇経』、 並緊於尚書礼部庁前、 於尚書試以

火慕 一時灰儘」 ［省司下の諸州で『三皇経』を没収し、 すべて尚書礼部庁の

前に集め、 尚書が火で焼いたため、 あっ というまに灰儘に帰した］ •43 。とはいえ、

これは仏教側からの記載であ って、 明らかに誇張の嫌いがあり、 当時の禁断は

それほ ど大きな力ではなく、 しかも続いた期間もそれほ ど長くなかっ たよ うで

ある。 このように考 えれば、 なぜ盛唐の張万福が上述の ように詳細に『三皇経』
の内容を記載しているのか納得がい く 。 そして『 田債墓誌』の載せる楊貴妃ヘ

の「三皇宝録」の授受という事実はさらに、 盛唐時期に三皇録が依然として位

階において欠くべからざる一階梯であり、 貞観時期の焚書によ っ て歴史の彼方

に消え失せたわけではなか っ たことを明らかにしている。三皇録の伝授儀式の

プロセスについては、 北周の道教類書である『 無上秘要』 巻三八「授洞神三皇
儀品」 から了 解できるほか •44 、 敦煙文書に遺留した、 南朝の道教宗師である

陶弘景の編集した 『陶公伝授儀』にも 「授受三皇法」があり
寧45 、 両者は重点

が若干異なるものの、 総合して考えれば、 中古時期の三皇録の伝授儀式につい

て基本的な認識を得ることができよう。 このほか、 『道蔵』には三皇法録の伝

授儀式と関連する経典、 例えば『 太上洞神三皇儀』『太上洞神三皇伝授儀』『太

上洞神行道授度儀』な どが残されており、 それらはおおかた初唐から唐中葉の

作品だと専門家はみている
＊
46 。 田債が楊貴妃のた めに 「三皇篠」 を授けた 儀

式も、 これらとそれほ ど遠いものではなか っ たと推測してよいだろう。
残念ながら、 『田債墓誌』 は田債がいつ楊貴妃に授録したのか、 その具体的

な時期を明示していないので、 以下に簡単に分析しておこう。 楊貴妃の入道時

期については、 清代の学者である朱葬尊が開元二十五年 正月二 日 と考えたが、

陳寅格と陳垣らがこれに強く反駁し、 開元二十九年 正月二 日 だと考えた •47 0 

当然ながら、 入道の時期は必ずしもこの授録の時期ではない。 つまり、 この「三
皇録」の授受は、 必ずしも楊貴妃の初めての授録ではないのである。 なぜなら、

唐代道教の位階の順序からして、 初めて入道する者の受ける法篠は 「 正一篠」

であるべきだが、 田債が貴妃に授けたのは、 それよ り高い位階の「三皇宝録（篠）」

だっ たからだ。 案ずるに、 彼女は天宝四載 （745) 八月 になっ て貴妃に封じら

れたのだから、 開元二十九年より後の四年間に、 彼女の身分は女道士であり、



その道号は 「太真」 で •
48 、 田 債が 「三皇録」 を授け た の は こ の時期の はずで

あ り 、 彼女の位階 も たぶん不断に上が っ て いる最中だっ た だ ろ う 。 玄宗が田債

を選んで彼女の受録の度師 ［先生］ に し たのは、 お そ ら く 道門に お け る 田債の

地位の高さ に あ っ ただけでな く 、 太玄観の上座兼検校修功徳使 と い う 身分に も

よ っ た であ ろ う 。 ひ っ き ょ う こ の観の新 し い場所は 「 宮の北一里」 であ り 、 温

泉宮の 内道場に属 し、 楊貴妃が玄宗に随 っ て こ こ で冬を過 ごす時に、 太玄観に

おいて彼女 に 授篠す る のが よ り 便利であ る。 彼女が貴妃に 封 じ ら れた後は、 身

分の変化につれて、 彼女は位階を上げる必要も な く な っ た はずである •49

小 結

以上、 『田債墓誌 』 に見ら れる盛唐道教の内容について簡略な考証をお こ な っ

た。 し か し、 今後解明すべき謎も 残されてい る 。 例えば、 墓誌 で は 開元天宝年

間の事跡に ど こ に も年号が見え ないのは、 かな り 特殊な現象で あ る 。 と はい え 、

こ の墓誌は盛唐道教の理解に と っ て貴重な新材料を提供 し て く れ る 。 例 え ば、

田債が救を 奉 じ て 嵩 山 に赴き中岳真君祠を設立 し た こ と は、 従前の五岳真君祠

に 関する研究において重要な不足点であ っ た。 田債は さ ら に玄宗が 宮中で挙行

し た 三元斎の 高功大法師を担 当 し、 命を受けて泰山に行っ て 投龍を お こ な い、

老子の故里で斎醜を設け、 ま た終南山で玄宗が夢に見た老君の 「真容」 を探す

責任者で も あ っ た。 景龍観威儀 と い う 身分以外 に、 田債は襲山の太玄観の上座

およ び検校修功徳使を 兼任 し て い た 。 も ち ろ ん最 も 重要なのは、 彼が楊貴妃に

授録 し た度師だ っ た こ と だ。 こ れは、 当時の楊氏 と 道教の縁は 「道士の服を着

ていた」 と 言われる よ う な簡単な話ではな く 、 正式な受録であ り 、 し か も 、 彼

女が 「三皇宝録」 を受け た と い う こ と は、 唐代の 『三皇経』 の 命運に 関する学

界の認識を刷新 し て く れ る ので あ る 。 こ の よ う な道士 ・ 女冠の墓誌 がさ ら に出

土 し て累積される こ と で、 唐代道教の全体像 に対す る 認識が よ り 豊かに深ま っ

てい く こ と を確信する も ので あ る 。

補注 （注 3 1 )

こ の 「救道門使翰林供奉興唐観主」 は おそ ら く 当 時の道門威儀使の篇玄裕で

は な い か と筆者は疑っ て い る 。 彼がいた興唐観 も長安で最重要の皇族道観の一

つで、 地所は東北角 の長楽坊の西南隅で あ る 。 『唐会要』 巻五十 「観」 の記載

に よ れば、 「本は 司農の 園地。 開元十八年 に観を造 り 、 其の時に救有 り て、 速

かに之を成ら し む。 遂に興慶 宮通乾殿を折 し て天尊殿を造 り 、 大明宮乗雲閣よ

り 取 り て門屋楼を造 り 、 白蓮花殿 も て精思堂屋を造 り 、 甘泉殿を折 し て 老君殿

を 造 る 」 と い う （頁 1 020)。 興慶宮や大明宮の建築資材を こ わ し て ま で道観

注 47 … 陳寅格 「長恨歌箋

証」 は初め 1 947 年 1 0 月

出版の 『清華学報』 第 1 4
巻 第 1 期 に 発 表 さ れ た。
こ こ では氏の 『元 白詩箋証
稿』 第一章 「長恨歌」 北京、
三 聯 書 店、 200 1 年、 頁

1-45、 特 に 頁 1 3-2 1 を 参

照。 陳垣「楊貴妃入道之年」
は、 初め 1948 年に発表さ
れ、 陳智超編 『陳垣史源学
雑文』 北京、 人民出版社、

1 980 年、 頁 67-60 に所載。

斎世栄氏は こ の問題を総括
し た。 氏の 「楊妃入道之年
考読後ーー兼論考拠在史学
研究中的作用和地位」 『北

京師範学院学報』 1 989 年

第 5 期、 頁 55-66、 頁 8。
下孝萱氏は、 楊貴妃の入道
は開元二十六年十月 だ と 考
えているが （氏の 「唐玄宗

楊貴妃五題」 『煙台師範学
院 学 報 』 1 994 年 第 1 期、

頁 1 1 - 1 7) 、 そ の論 証 は 不
充分である。 こ のほか、 前
引の凋其庸 「唐玄宗入道考
ーー開元二十六年唐玄宗入
道銅簡考釈」 も こ の問題に
言及 している。

注 48… 『長安志』 巻八安
邑坊太真観の 条 に よ れ ば
「天宝五載 （746)、 貴妃の
姉 な る 装 氏 は 請 い て 宅 を
捨てて 太真女冠観を置 く 」
と あ る (292 頁）。 だ と す

る と 太真 観 の 設 立 は、 楊
氏 が 貴 妃 に 冊立 さ れ た 後
と な る。 「天宝七載冊尊号
軟」 に は 「太真観は先に人

を度す と雖 ど も 、 住持尚お
少 し。 宜 し く 更に道士七人
を度すべ し」 と い う 要求が
見 え る か ら 、 規模は それほ
ど大き く なか っ た こ とがわ

かる。 『唐大詔令集』 巻九、

貴妃の師 35 



北京、 中華書局、 2008 年、
頁 53。

注49… 相 互 に 比 べ る と 、
玉真公主は早 く に 「上清玄

都大洞三景師」 と い う 最高
の道録を得 て い る 。 『新唐
書』 巻八三 「玉真公主伝」
頁 3656。 こ れは なぜな ら 、
おそら く 金仙、 玉真の二公

主は正式に 出家 し た女道士

だっ たが、 楊玉環は受録 し
た修道者にすぎな か っ た か
ら ではなかろ う か。
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を作 った というのだから、 その来歴の非凡さは推 して知るべ しだ。 『冊府元亀』

巻五三 「帝王部・尚黄老」の記載では、 開元二十九年八月、「 甲午、 有司に命

じ て興唐観に於て斎を設けしめ、 内よ り 玄元皇帝の真容を観に迎え、 宰臣百官

は悉ごと く 行香す」 とあ り （頁 595)、 そうすると、 玄宗が夢に老子の真容を

見た 後に発見 した 老君像は、 その後、 興唐観に安置された のである。 その地位

の高さもやは り 見るべきものがある。 麻姑山の部紫陽らの高道が上京 した 際に
は、 しばしば玄宗によってここに留め置かれていた。 前引 の拙論 「碑誌所見的

麻姑山郵氏――一個唐代道教世家的初歩考察」頁 46。

【付記】 墓誌の拓本の入手について毛陽光先生のご協力を得て、 本研究が

可能となっ た ことに感謝致 します。 本文の初稿の完成後、 呉麗娯、 黄 正建、

孫斎ら各氏のご指教をいた だきま した 。 ここに謝意を表 します。

【訳者付記】 原文 「貴妃之師 ： 新出 《景龍観威儀田債墓誌》 所見盛唐道教」（中

国語）は、上海古籍出版社 『中華文史論叢』 2019年第1 期、通巻133 期、

3 25 ~ 348 頁所載。 この訳文の ドラ フ トは、 2019年度科研費 基盤研究

(B)JSPS 19HO 1 194 「道教の洞天思想における聖地と巡礼の調査研究およ

びその東ア ジア思想文化史へ の影響」 の研究成果の一部として 20 19年 5

月19 日 （ 日 ）に専修大学で開催 した 研究発表会 「楊貴妃の新事実と玄宗

時代の道教」の資料と して配付、 入稿にあた っ て改訂を加えた 。 訳者 ： 土

屋昌明。


